
を利用した
園芸作物の品種開発

令和3年度島根大学総合科学研究支援センター公開講演会
島根の科学̶おもしろい科学のはなし̶

2020年のノーベル化学賞を受賞した
CRISPR/Cas9は、非常に簡便に扱えるゲノ
ム編集技術として農業・水産・医薬など
バイオ系の幅広い分野で活用が期待され
ています。農業生産における利用につい
ては、ゲノム編集は非常に効率よく農作
物の開発・品種改良を行うことができる
ツールといえます。ゲノム編集とはどの
ようなものか、農業生産場でどのような
開発と利用が進められているのか解説し
ます。また、野菜や果物、花といった園
芸作物の育種においてゲノム編集でどん
なことができる可能性があるのか、ゲノ
ム編集を利用して実施中の研究を交えて
紹介します。

講師

日時

方法

渋谷 知暉 博士（島根大学学術研究院農生命科学系）
令和 4年 3月 4日(金) 15:30～16:30
Zoomによるオンライン開催

こちらからお申し込みください
https://www.leaf2.shimane-u.ac.jp/
enquete/no/geneseminar257

定員100名
参加無料

共開催：第257回遺伝子機能解析部門セミナー 第380回細胞工学研究会講演会
主催・お問合わせ：島根大学総合科学研究支援センター・遺伝子機能解析部門

E-mail   idenshi@life.shimane-u.ac.jp Tel 0852-32-6595


